
平成２９年１０月２日（月）～平成２９年１０月８日（日）〔平成２９年第４０週〕の感染症発生状況

第４０週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)手足口病 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は４．１４人と前週（４．３６人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

手足口病の定点当たり患者報告数は３．８１人と前週（５．０６人）から減少しましたが、例年より高いレベルで推移しています。

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は１．９５人と前週（１．９７人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！
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川崎市内で麻しん（はしか）の届出がありました！

平成２９年第４０週（平成２９年１０月２日～１０月８日）に川崎市内

で麻しん患者の届出が１件ありました。

麻しんは、麻しんウイルスによって引き起こされる急性の全身感染症

で、非常に感染力が強く、麻しんに対して免疫のない人が感染するとほぼ

１００％発症します。麻しん患者との接触の可能性があり、発熱、発疹な

どの症状がみられた場合は、早めに医療機関を受診しましょう。なお、麻

しん患者との最終接触日から２１日間は発症の可能性があるため、健康観

察が必要となります。

麻しん（はしか）とは？

第４０週報告数第１位

第４０週報告数第２位

【感染経路】
空気感染、飛沫感染、接触感染

【潜伏期間】
７～１８日（最長２１日程度）

【主な症状】
風邪様症状で始まり、３８℃程度の発熱が
２～３日続いた後やや下降し、再び３９℃
以上の高熱と共に発疹が出現します。

【予防方法】
ワクチン接種
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麻しんが疑われる場合、必ず事前に電話連絡をしてか

ら医療機関を受診しましょう。なお、受診の際はマスク

を着用し、公共交通機関等の利用は避けてください。
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